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        ２ 
それではどのように考えればいいのであろうか。 























・…か青なる 玉藻沖つ藻 朝羽振る 風こそ寄せめ 
夕羽振る 浪こそ来寄せ 浪の共 か寄りかく寄る 
玉藻なす 寄り寝し妹を 露霜の 置きてし来れば… 














































































































































㊴ 篠原を風吹き分くる曼珠沙華  
㊵ 草隠れ咲く曼珠沙華幾許ぞ  







































































１山本健吉『定本現代俳句』 角川書店 平成十年 
２山口誓子『自選自解山口誓子句集』 白鳳 
社 昭和四四年 九一頁 






４『漱石全集』 漱石全集刊行会 昭和十一年 三〇
一頁 
５『俳壇』 本阿弥書店 二〇〇一年十一月号 
「特集・山口誓子俳句との戦い門下５１人私の愛する
誓子の一句」 
 
